
１
一
強
ま
る
住
民
の
防
災
・
危
機
管
理
意
識

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々

に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
安
全
で
快
適
だ
と
考
え

て
い
た
都
市
生
活
が
、
一
瞬
に
し
て
崩
壊
す
る
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
な

か
っ
た
市
民
は
皆
無
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
行
政
機
関
の
力
の
み
に
依
存
し
て
い
て
は
、

自
ら
の
命
と
財
産
が
守
り
き
れ
な
い
と
い
う
教
訓
を

与
え
て
く
れ
た
の
も
こ
の
災
害
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
断
絶
さ
れ
、
情
報
の
入
手
す
ら
も
ま
ま
な

ら
な
い
発
災
直
後
か
ら
行
政
機
関
に
よ
る
救
援
活
動

開
始
ま
で
。
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
避
難
生
活
の
中
で
、

被
災
地
の
住
民
が
強
い
ら
れ
た
苦
労
は
、
そ
れ
ま
で

の
感
覚
か
ら
は
お
よ
そ
想
像
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
　
市
民
に
よ
る
地
域
防
災
活
動
は
、
震
災
以
前
か
ら

各
地
で
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
展
開
さ

れ
て
い
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
地
域
防
災

に
関
す
る
考
え
方
を
見
直
す
契
機
と
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
で
、
防
災
活
動
が
新
た
な
展
開
を
見
せ
始

め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
沿
っ
た
地
域
防

災
体
制
の
強
化
が
、
住
民
主
体
で
進
め
ら
れ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

２
一
地
域
防
災
の
事
例

　
こ
こ
で
は
、
阪
神
・
淡
路
震
災
以
前
か
ら
防
災
を

地
域
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
活
動
を
積

み
上
げ
て
き
た
二
つ
の
地
域
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

①
－
汐
見
台
自
治
会
連
合
会

ア
地
域
の
特
性

　
磯
子
区
に
あ
る
汐
見
台
自
治
会
連
合
会
は
、
世
帯

数
約
四
千
・
人
口
約
一
万
人
を
擁
す
る
大
規
模
な
地

域
組
織
で
あ
る
。
地
域
主
体
の
福
祉
対
策
が
大
規
模

に
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
自
治
意
識
の
強
い
地
域
で
あ

り
、
防
災
に
関
し
て
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

以
前
か
ら
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
開
始
し

て
い
た
。

　
ま
た
、
汐
見
台
団
地
が
広
域
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
み
で
な
く
避
難

し
て
き
た
人
々
へ
の
対
応
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
特
性
も
持
っ
て
い
る
。

イ
地
域
防
災
に
関
す
る
考
え
方

　
汐
見
台
地
域
防
災
研
究
特
別
委
員
会
で
は
、
防
災

の
基
本
は
ま
ず
「
個
人
・
家
庭
」
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
自
治
体
や
国

が
行
う
個
人
に
対
す
る
初
期
救
助
あ
る
い
は
援
助
は

十
分
と
は
い
え
な
い
状
態
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
生

き
延
び
る
た
め
に
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か

汐見台防災マップ図一１
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ら
最
低
限
の
準
備
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
基
本
が
あ
っ
て
こ
そ
、
次
に
重
要
な

地
域
で
の
助
け
合
い
が
実
現
で
き
る
の
だ
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
、
汐
見
台
地
区
に
お

け
る
平
常
時
の
防
災
活
動
は
、
「
大
規
模
災
害
の
発

災
直
後
に
住
民
自
ら
生
き
延
び
る
た
め
に
、
今
で
き

る
こ
と
と
す
べ
き
こ
と
」
を
着
実
に
積
み
上
げ
て
い

く
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ウ
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
づ
く
り

○
経
緯

　
東
海
大
地
震
が
話
題
と
な
っ
て
い
た
一
九
八
五
年
、

汐
見
台
地
域
防
災
研
究
特
別
委
員
会
で
は
、
大
地
震

発
生
時
の
地
域
の
対
応
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
住

民
向
け
に
防
災
の
た
め
の
小
冊
子
「
警
戒
宣
言
」
を

発
行
し
た
。

　
そ
の
後
、
想
定
さ
れ
る
自
然
災
害
に
対
し
て
、
新

た
な
観
点
か
ら
、
住
民
が
対
応
で
き
得
る
準
備
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
る
必
要
性
を
認
識
し
、
平
成
六
年

八
月
頃
か
ら
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
発
行
に
向

け
、
準
備
を
進
め
て
い
た
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
、
作
業
も

大
詰
め
に
さ
し
か
か
っ
た
平
成
七
年
一
月
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
死
者
が
五
千
人
を
超
え
る
こ
の
大
震
災
の

想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
被
害
の
様
子
が
報
道
さ
れ

る
度
に
、
防
災
研
究
特
別
委
員
会
で
は
、
災
害
が
対

岸
の
火
事
で
は
な
い
と
い
う
認
識
を
新
た
に
し
、
住

民
の
意
識
づ
く
り
の
必
要
性
を
強
く
確
認
し
た
の
で

あ
っ
た
。

○
内
容

　
こ
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
「
防
災
の
基
本
は
個

人
・
家
庭
」
と
い
う
原
則
に
基
づ
き
、
災
害
時
に
住

民
が
生
活
を
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
中
心
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
汐
見
台
防
災
マ
ッ
プ
（
図
－

１
）
や
地
区
の
防
災
体
制
の
現
状
と
課
題
を
掲
載
し
、

地
域
単
位
の
防
災
に
つ
い
て
も
、
住
民
に
広
報
し
て

い
る
。
さ
ら
に
は
、
汐
見
台
の
防
災
の
課
題
と
ビ
ジ
ョ

ン
（
試
案
）
と
し
て
、
単
位
自
治
会
・
自
治
会
連
合

会
ご
と
の
対
応
策
や
情
報
伝
達
網
の
整
備
、
広
域
避

難
場
所
と
し
て
の
災
害
援
助
を
提
言
し
、
将
来
に
わ

た
る
防
災
活
動
の
推
進
を
も
住
民
に
呼
び
か
け
て
い

る
。
　
以
下
は
、
第
二
章
「
家
庭
に
お
け
る
防
災
－
い
ざ

と
い
う
時
の
た
め
に
Ｉ
」
か
ら
、
特
徴
的
な
記
述
を

抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

＜
防
災
に
対
す
る
心
構
え
▽

　
・
災
害
は
必
ず
や
っ
て
く
る
。

　
・
自
分
自
身
で
災
害
か
ら
身
を
守
る
最
低
限
の
準
備

を
し
て
お
く
。

　
・
二
次
災
害
を
出
さ
な
い
（
火
災
、
パ
ニ
ッ
ク
）
↓

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

　
・
他
人
に
頼
ら
な
い

△
災
害
時
サ
バ
イ
バ
ル
の
基
本
条
件
▽

・
生
へ
の
執
着
心
－
ど
の
よ
う
な
条
件
下
で
も
生
き

残
る
と
い
う
意
思
。

・
環
境
へ
の
対
応
－
周
囲
の
状
況
に
対
応
し
、
時
に

は
耐
え
る
。

・
知
識
・
判
断
力
－
サ
バ
イ
バ
ル
の
方
法

・
精
神
力
・
体
力
－
生
へ
の
執
着
心
に
裏
打
ち
さ
れ

る△
水
▽

　
飲
料
水
の
確
保
が
難
し
い
場
合
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
を
利
用
し
、
雨
水
を
収
集
（
盛
夏
期
に
は
週

一
回
程
度
、
そ
れ
以
外
の
季
節
は
三
日
に
一
回
降
雨

が
あ
る
）
。
目
の
細
か
い
布
で
ろ
過
し
、
一
分
半

（
汐
見
台
の
高
度
に
よ
る
、
低
地
で
は
一
分
）
沸
騰

特
集
・
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
④
市
民
と
防
災
・
危
機
管
理

さ
せ
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
に
対
し
、
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ

ま
た
は
う
が
い
薬
一
大
一
滴
を
た
ら
す
。
（
図
－
２
）

△
食
糧
▽

・
通
常
三
日
分
か
必
要
と
い
わ
れ
て
い
る
食
糧
だ
が
、

三
日
目
か
ら
援
助
が
す
み
ず
み
ま
で
行
き
渡
る
と
は

限
ら
な
い
。
最
低
限
一
週
間
分
の
用
意
が
必
要
。

・
可
能
な
ら
ま
ず
、
冷
蔵
庫
の
も
の
か
ら
整
理
を
す

る
。
こ
の
場
合
早
め
に
調
理
し
て
保
存
食
と
し
て
し

ま
う
。
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
単
品
ご
と
に
油
で
炒

め
る
か
揚
げ
る
（
空
気
と
の
接
触
を
絶
ち
腐
敗
を
防

ぐ
）
、
味
は
薄
め
に
等

・
米
に
つ
い
て
は
、
水
の
確
保
が
安
心
し
て
で
き
る

ま
で
は
、
一
度
に
多
く
炊
く
・
と
が
な
い
。
冷
飯
は

焼
き
・
揚
げ
お
に
ぎ
り
に
し
て
保
存
す
る
。

△
住
▽

・
ト
イ
レ
は
食
料
と
並
ぶ
大
き
な
問
題
。
最
も
衛
生

的
か
つ
安
心
で
き
る
方
法
は
ゴ
ミ
袋
で
簡
易
ト
イ
レ

雨水浄化方法図一２
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を
作
る
こ
と
。

・
夢
々
外
の
空
き
地
に
穴
を
掘
っ
て
な
ど
と
容
易
に

考
え
て
は
い
け
な
い
。
よ
ほ
ど
神
経
が
図
太
い
人
で

な
け
れ
ば
外
で
用
は
足
せ
な
い
も
の
。
こ
れ
は
最
後

の
手
段
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
バ
イ
バ
ル
グ
ッ
ズ
は
最
低
一
週
間

分
を
用
意
す
る
。
（
表
－
１
、
注
：
飲
料
水
は
重
く

か
さ
ば
る
の
で
別
扱
い
に
）
保
管
・
運
搬
は
ボ
ス
ト

ン
バ
ッ
ク
で
十
分
。
こ
れ
を
予
め
決
め
て
お
い
た
脱

出
場
所
の
近
く
、
ま
た
は
自
動
車
の
ト
ラ
ン
ク
に
保

管
す
る
。
車
は
冬
の
避
難
場
所
と
し
て
も
有
効
。

△
安
否
確
認
▽

　
発
災
後
は
、
無
事
な
家
庭
は
緑
、
手
助
け
が
必
要

な
家
庭
は
赤
の
布
を
外
か
ら
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に

結
ぶ
。

エ
近
隣
地
区
と
の
連
携

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
後
、
市
内
の
小
中
学
校

に
設
置
さ
れ
た
地
域
防
災
拠
点
は
、
連
合
自
治
会
の

範
囲
を
超
え
て
、
運
営
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。
汐
見
台
地
区
に
は
二
つ
の
拠

点
が
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
近
隣
地
区
と
協
力

し
な
が
ら
、
地
域
防
災
拠
点
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く

り
に
取
り
組
ん
だ
。
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
培
っ
た

手
法
と
知
識
を
情
報
と
し
て
提
供
し
な
が
ら
、
基
本

形
に
地
域
の
視
点
を
十
分
加
味
し
た
、
具
体
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
の
で
あ
る
。

オ
今
後
の
課
題

　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
関
東
大
震
災
や
戦
災
経

験
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
、
ま
た
住
民
で
あ
る

建
築
家
・
気
象
専
門
家
等
の
知
識
を
内
容
に
活
か
す

と
共
に
、
イ
ラ
ス
ト
・
マ
ッ
プ
作
成
に
至
る
ま
で
、

地
域
内
の
人
材
を
活
用
し
て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
も

呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
、
有
事
の
際
に
地
域
防
災

に
役
立
つ
よ
う
な
人
材
の
シ
ス
テ
ム
化
か
あ
げ
ら
れ

る
。
特
定
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
住
民
に
よ

る
地
域
防
災
体
制
の
確
立
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。

　
ま
た
、
地
域
防
災
研
究
特
別
委
員
会
で
は
、
体
制

充
実
に
必
要
な
基
礎
的
デ
ー
タ
と
す
る
た
め
、
汐
見

台
地
区
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
の
、
二
次
的
影

響
に
関
す
る
研
究
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。
地
域

に
お
け
る
防
災
体
制
を
よ
り
具
体
的
で
充
実
し
た
も

の
と
す
る
こ
と
が
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
考
え

が
そ
の
根
底
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
で
の
活
動

等
を
通
じ
て
、
近
隣
地
域
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
深

め
、
大
災
害
発
生
の
際
に
、
効
率
的
に
対
策
を
講
じ

る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
「
地
域
で
は
解
決
で
き
な
い
大
が
か
り
な
ハ
ー
ド

面
の
整
備
は
行
政
の
施
策
で
、
行
政
で
は
成
し
遂
げ

ら
れ
な
い
地
域
に
根
ざ
し
た
ソ
フ
ト
面
の
整
備
は
地

域
住
民
の
手
で
」
を
基
本
に
、
汐
見
台
自
治
会
連
合

会
は
、
今
後
も
活
動
を
着
実
に
進
展
さ
せ
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

②
－
く
ぬ
ぎ
台
団
地
自
治
会

ア
地
域
の
特
性

　
保
土
ヶ
谷
区
と
旭
区
の
区
境
に
位
置
す
る
く
ぬ
ぎ

台
団
地
（
一
千
百
世
帯
・
人
口
三
千
人
）
は
、
①
の

汐
見
台
団
地
同
様
、
広
域
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、
団
地
全
体
が
、
賃
貸
住

宅
で
あ
り
、
毎
年
住
民
の
一
～
二
割
が
入
れ
替
わ
る

と
い
う
、
地
域
づ
く
り
に
と
っ
て
困
難
な
課
題
を
抱

え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
定
住
化
意
向
を
持
つ
住

民
も
多
く
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。

イ
自
主
防
災
活
動
の
歩
み

　
　
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
を
理

念
に
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
く
ぬ

ぎ
台
団
地
自
治
会
に
自
主
防
災
委
員
会
が
発
足
し
た

の
は
、
昭
和
六
十
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　
防
災
委
員
会
は
、
防
災
本
部
長
・
副
部
長
の
下
に
、

運
営
委
員
・
情
報
班
・
消
火
班
・
救
出
救
護
班
・
避

難
誘
導
班
・
給
食
給
水
班
が
設
置
さ
れ
る
形
で
構
成

さ
れ
、
現
在
五
十
人
を
超
え
る
委
員
が
地
域
の
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
自
治
会
組
織
内
の
特
別
委
員
会
が
活
動

を
継
続
す
る
の
は
難
し
い
も
の
だ
が
、
く
ぬ
ぎ
台
で

は
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
日
頃
か
ら

用意しておきたいファミリーサバイバルグッズ表－１
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の
防
災
意
識
が
重
要
と
考
え
、
そ
の
活
動
は
、
常
に

生
活
に
密
着
し
た
住
民
に
親
し
み
や
す
い
形
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
展
開
さ
れ
て
き
た
。

（
表
－
２
）

○
活
動
の
特
徴

・
毎
年
実
施
す
る
防
災
訓
練
で
は
、
カ
ー
ド
を
使
用

し
た
情
報
受
伝
達
（
ケ
ガ
人
の
救
助
な
ど
災
害
時
に

想
定
さ
れ
る
事
態
を
疑
似
体
験
さ
せ
な
が
ら
、
カ
ー

ド
に
記
入
さ
れ
た
情
報
を
人
づ
て
に
伝
達
す
る
訓
練
）
、

競
技
方
式
、
ゲ
ー
ム
方
式
等
を
取
り
入
れ
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
回
行
わ
れ
る
炊
き
出
し

は
、
ま
き
を
使
っ
て
釜
で
炊
飯
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ら
れ
る
。
自
主
防
災
委
員
会
給
食
給
水
班
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
団
地
の
女
性
た
ち
が
集
ま
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
そ
の
作
業
は
、
年
々
速
度
を
増
し
て
お

り
、
瞬
く
間
に
食
料
が
用
意
さ
れ
て
い
く
様
子
を
目

に
す
る
と
、
災
害
時
に
は
欠
か
せ
な
い
食
料
の
調
達

に
関
す
る
訓
練
が
着
実
に
身
に
付
い
て
い
る
こ
と
が

表－２

わ
か
る
。

　
・
住
民
の
意
識
醸
成
は
、
広
報
・
啓
発
を
地
道
に
繰

’
り
返
し
て
い
く
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
考
え
、
防
災
だ

よ
り
を
定
期
的
に
発
行
す
る
ほ
か
、
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
や
あ
ゆ
み
の
発
行
・
防
災
マ
ッ
プ
（
図
－
３
）
の

作
成
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
住
民
に
情
報
提
供
し
て
き

た
。
学
習
会
・
研
修
会
も
よ
り
具
体
的
な
内
容
の
も

の
を
繰
り
返
し
実
施
し
て
い
る
。

　
・
災
害
発
生
時
に
必
要
な
機
材
も
、
一
般
的
に
言
わ

れ
て
い
る
も
の
の
範
囲
に
と
ど
め
ず
、
よ
り
生
活
に

密
着
し
た
形
で
点
検
・
検
討
を
行
い
、
パ
ニ
ッ
ク
防

止
に
役
立
つ
移
動
放
送
設
備
・
汚
水
ま
す
利
用
の
簡

易
ト
イ
レ
（
共
に
手
作
り
）
な
ど
を
開
発
し
、
来
る

べ
き
災
害
に
備
え
て
い
る
。

　
・
平
成
七
年
に
発
足
し
た
く
ぬ
ぎ
台
小
学
校
地
域
防

災
拠
点
運
営
委
員
会
の
組
織
づ
く
り
や
運
営
に
も
積

極
的
に
参
画
す
る
ほ
か
、
災
害
時
に
地
域
の
老
人
福

くぬぎ台団地防災マップ

特
集
・
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
④
市
民
と
防
災
・
危
機
管
理

祉
施
設
の
救
助
活
動
に
協
力
す
る
た
め
の
協
定
を
結

ぶ
な
ど
、
団
地
を
超
え
た
近
隣
地
域
と
の
協
力
体
制

も
強
化
し
て
い
る
。

＠
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
活
動

　
平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発

生
直
後
か
ら
、
自
主
防
災
委
員
会
は
緊
急
活
動
を
開

始
し
た
。
そ
の
行
動
は
ま
さ
に
迅
速
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
、
こ
の
大
災
害
の
教
訓
を
防
災
活
動
に
生
か

す
た
め
に
は
、
住
民
の
意
識
が
高
揚
し
て
い
る
時
期

を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
発
生
二
日
後
の
一
月
十
九
日
に
は
、
緊
急
三
役
会

を
召
集
し
、
緊
急
の
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の
五
項

目
の
実
施
を
決
定
し
た
。

・
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成

・
義
援
金
呼
び
か
け

・
地
震
に
関
す
る
意
識
調
査
実
施
と
同
報
告
書
作
成

（
図
－
４
）

・
防
災
用
品
斡
旋
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・
非
会
員
に
対
す
る
自
治
会
加
入
呼
び
か
け

　
ま
た
、
震
災
に
関
す
る
新
聞
記
事
等
情
報
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
実
施
し
情
報
収
集
に
努
め
る
か
た
わ
ら
、

か
ね
て
か
ら
検
討
し
て
い
た
汚
水
ま
す
利
用
の
簡
易

ト
イ
レ
製
作
に
も
着
手
。
六
月
に
は
、
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
の
結
果
を
住
民
に
周
知
す
る
た
め
、
ミ
ニ
防

災
展
を
開
催
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
わ
ず
か
六
ヵ
月
間
に
行
っ
た
自
主
防
災

委
員
会
の
委
員
が
費
や
し
た
時
間
と
作
業
量
は
膨
大

な
も
の
で
あ
力
、
議
論
や
作
業
は
し
ば
し
ば
深
夜
に

及
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
ぞ
れ
が
仕
事
を
持
ち
な
が
ら

の
、
夜
間
・
休
日
を
使
っ
て
の
地
域
活
動
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
そ
の
熱
意
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の

が
感
じ
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
震
災
を
契
機
に
、
自
主
防
災
委
員

会
の
活
動
は
さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
○
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
で
の
活
動

　
自
主
防
災
委
員
会
は
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会

に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
で
、
団
地
自
治
会
の
み

な
ら
ず
、
地
域
連
合
を
超
え
た
範
囲
の
地
域
と
の
連

携
を
深
め
て
い
っ
た
。

・
防
災
訓
練

　
地
域
防
災
拠
点
単
位
の
防
災
訓
練
は
、
自
主
防
災

委
員
会
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
た
形
で
実
施
し
た
。

特
に
拠
点
運
営
委
員
会
発
足
直
後
の
平
成
七
年
九
月

の
訓
練
で
は
、
会
場
（
拠
点
）
を
二
つ
に
わ
け
、
屋

外
で
の
訓
練
の
他
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
情
報
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
情
報
の
展
示
や
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
あ
る
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
関
連
企
業
に
も
呼
び

か
け
、
災
害
時
に
必
要
な
知
識
の
啓
発
も
行
っ
た
。

・
広
報

　
　
「
防
災
と
は
広
報
活
動
な
り
」
と
い
う
自
主
防
災

委
員
会
で
の
趣
旨
を
拠
点
運
営
委
員
会
に
も
活
か
し
、

防
災
拠
点
ニ
ュ
ー
ス
・
冊
子
「
防
災
拠
点
と
は
」
を

発
行
。
ま
た
、
、
借
り
物
で
は
な
い
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
地
域
防
災
拠
点
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
を

推
進
し
、
運
営
拠
点
に
集
ま
る
こ
と
の
で
き
た
住
民

が
誰
で
も
災
害
時
の
拠
点
運
営
に
携
わ
る
こ
と
の
で

き
る
よ
う
、
「
災
害
時
の
活
動
モ
デ
ル
」
「
拠
点
収
容

モ
デ
ル
プ
ラ
ン
」
（
図
－
５
）
「
震
災
時
広
報
文
例
集
」

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
徹
底
的
に
議
論
、
検
討
し
た
極
め
て
具
体
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
完
成
さ
せ
た
。

◎
近
隣
施
設
と
の
連
携

　
自
主
防
災
委
員
会
で
は
、
地
域
内
に
存
在
す
る
老

人
福
祉
施
設
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
消
防
活
動

の
応
援
協
力
を
行
う
と
い
う
協
定
を
締
結
す
る
形
で
、

団
地
内
住
民
の
安
全
確
保
に
留
ま
ら
な
い
防
災
活
動

の
拡
大
に
も
着
手
し
た
。
こ
の
協
定
締
結
に
際
し
て

は
、
関
連
機
関
に
も
協
力
を
要
請
し
、
災
害
の
発
生

が
瞬
時
に
確
認
で
き
る
よ
う
、
同
施
設
へ
の
大
型
ス

ピ
ー
カ
ー
設
置
も
実
現
さ
せ
た
。

○
地
域
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
薬
局
と
の
提
携

　
災
害
時
は
、
最
初
の
三
日
間
を
地
域
が
ど
う
乗
り

越
え
る
か
が
肝
心
で
あ
る
と
い
与
考
え
方
に
基
づ
き
、

多
数
の
住
民
を
抱
え
る
く
ぬ
ぎ
台
地
区
で
災
害
時
に

も
食
糧
や
医
薬
品
が
最
低
限
確
保
で
き
る
よ
う
に
と
、

地
域
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
薬
局
と
協
定
を

結
ん
だ
。
協
定
は
、
災
害
時
に
店
内
に
あ
る
物
資
を

自
治
会
に
優
先
的
に
供
給
し
、
自
治
会
は
災
害
対
策

特
別
積
立
金
か
ら
代
金
を
支
払
う
と
い
う
内
容
（
例

え
ば
、
医
薬
品
は
二
十
二
品
目
、
六
十
万
円
相
当
に

も
及
ん
で
い
る
）
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ
の
店
舗
と

も
「
地
域
の
た
め
に
役
立
て
ば
」
と
積
極
的
に
提
携

に
応
じ
、
こ
こ
で
も
新
た
な
連
携
が
図
ら
れ
た
。

地震に関する意識調査結果（抜粋）図一４
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○
医
療
・
救
護
体
制
の
確
立

　
自
主
防
災
委
員
会
で
は
、
災
害
時
の
混
乱
を
想
定

し
、
医
療
・
救
護
体
制
の
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め

の
活
動
を
開
始
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
地
域
防
災
拠
点
へ
の
医
師
・
看
護
婦
派
遣
の
要
請

　
地
域
防
災
拠
点
に
医
療
・
救
護
を
必
要
と
す
る
人

が
運
ば
れ
た
場
合
、
専
門
家
の
意
見
な
し
で
は
ど
う

対
処
す
べ
き
か
の
判
断
（
例
れ
ば
、
緊
急
に
医
療
救

護
拠
点
に
運
ぶ
必
要
が
あ
る
な
ど
）
が
く
だ
せ
ず
、

症
状
を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在

地
域
医
療
救
護
拠
点
の
み
に
想
定
さ
れ
て
い
る
医
師

・
看
護
婦
等
の
派
遣
を
地
域
防
災
拠
点
へ
も
拡
大
す

る
よ
う
（
少
な
く
と
も
医
師
・
看
護
婦
各
一
人
）
、

地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
と
共
に
区
役
所
に
要
請

を
行
っ
た
。

・
防
災
救
護
カ
ル
テ
の
作
成

　
災
害
時
に
手
助
け
を
必
要
と
す
る
住
民
の
状
況

把
握
を
目
的
に
現
在
作
成
し
て
い
る
の
が
、
「
防
災

救
護
カ
ル
テ
」
で
あ
る
。
住
所
・
氏
名
の
ほ
か
、
家

族
の
有
無
・
連
絡
先
、
血
液
型
、
介
護
の
必
要
性
、

傷
病
履
歴
（
現
在
の
治
療
内
容
／
過
去
の
治
療
内
容

／
か
か
り
つ
け
の
病
院
・
医
師
／
常
用
薬
）
を
盛
り

込
ん
だ
カ
ル
テ
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
、
作
成
を
承
認
し
た
対
象
住
民
か
ら
徐
々

に
取
り
組
み
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
現
在
は
、
団
地
内
の
老
人
会
と
調
整
中
し
な
が
ら
、

同
会
会
員
の
カ
ル
テ
づ
く
り
に
着
手
し
た
い
と
考
え

て
い
る
段
階
で
あ
る
）
し
か
し
、
自
主
防
災
委
員
会

で
は
、
ど
ん
な
住
民
に
も
、
ま
ず
自
ら
の
命
と
財
産

は
自
分
自
身
で
守
る
と
い
う
積
極
的
な
防
災
意
識
を

も
っ
て
有
事
に
臨
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
基
本
だ
と
考

え
て
お
り
、
カ
ル
テ
作
成
を
通
じ
て
防
災
意
識
の
啓

発
活
動
も
同
時
に
行
う
予
定
で
あ
る
。

エ
今
後
の
課
題

　
こ
の
よ
う
に
既
成
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟

な
姿
勢
で
し
か
も
迅
速
に
地
域
防
災
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
た
く
ぬ
ぎ
台
団
地
自
主
防
災
委
員
会
で
あ
る

が
、
地
域
の
防
災
体
制
確
立
に
向
け
て
は
、
よ
り
一

層
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
も
認

識
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
平
成
九
年
度
は
、
防
災
委
員
会
各
班
の

活
動
を
点
検
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

で
必
要
な
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
着
実
に
活
動
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
た
。
原
点
に
戻
り
活
動
を
見
直
す

こ
と
こ
そ
、
新
た
な
展
開
を
導
き
出
す
第
一
歩
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
と
比
較
す
れ
ば
、

住
民
の
危
機
意
識
は
当
然
の
よ
う
に
低
下
し
て
お
り
、

震
災
後
に
意
同
調
査
か
ら
は
じ
め
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
、
シ
ス
テ
ム
化
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
地
域
防
災
活
動
は
一
部
の
住
民
の
み
が

行
う
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

災
害
は
ど
の
住
民
の
上
に
も
等
し
く
襲
っ
て
く
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
住
民
意
識
の
醸
成
は
一
朝
一
タ
に
は
成
り
立
た
な

い
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
熟
知
し
て
い
る

自
主
防
災
委
員
会
は
、
今
後
も
繰
り
返
し
広
報
啓
発

活
動
を
行
い
、
住
民
の
意
識
を
風
化
さ
せ
な
い
よ
う

努
め
て
い
く
こ
と
が
、
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
最
も
大

き
な
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

特
集
・
大
都
市
の
防
災
・
危
機
管
理
④
市
民
と
防
災
・
危
機
管
理

発災時地域防災拠点収容モデルプラン
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